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私が居住する近所にある小学校へつながる市道は，ゴルフ場にもつながっている。昨
年秋の小学校の運動会では，父兄の車が早朝ゴルフに向かう方々の通行を妨げたと

のことで，学校，PTA にクレームが届いたという。そこで今年は，混雑を避けるために
車の乗り入れの時間帯を 3 回に分け，指定の時間帯ごとに侵入経路も指定して対応すると
いうことである。このような結論に至った細かな経緯は知る由もないが，年 1 回の一大行
事であるから，近隣の関係各所には運動会開催の連絡と協力依頼は行っていたと思う。
　運動会に関してもう1つ。毎年，朝早くから父兄による応援の場所取りが盛んであるが，
この小学校では，今年から開門前に場所取りをしているシートは，学校側がすべて撤去す
るようにしたとのことである。過去に，私も両親が孫の晴れ舞台の運動会に来る時は，朝
早くから御座を敷きにいったものだが，時代とともにさまざまな意見のもとでこのような
方針がなされたのだと思う。
　しかし，このような話を聴きなんとなく不条理に感じた次第である。生徒数は減少し各
学年 2 クラス，全校生徒 400 名ほどで，広い運動場は余りある。「地域ぐるみで子どもを
育てよう，守ろう」といったスローガンも目にする。最初の例では，ゴルフに向かう方々
に少し寛大に対応していただければ良いことである。この小学校を地勢的に考えるに，車
の乗り入れを規制された父兄は，遠くに車を停め，長い距離を歩き運動会グッズを搬入す
ることになる。規則はわれわれに平等性を与え安心感をもたらすが，反面，窮屈でもあり
楽しさを半減させかねない。何事も寛容性とほどほど感が望ましいと思うのは歳のせいで
あろうか。
　さて，今回の特集では発達障害児・者とその家族に対するさまざまな地域支援施策の状
況を概観した。この小学校にも障害児の受け入れのためのエレベーターが設置されてい
る。また下校時間帯には放課後等デイサービス業者の車を見かけるようにもなった。明ら
かに施策の恩恵により地域社会は発達障害児・者を受け入れてきていることを実感する。
一方で，上述のエピソードと照らして考えると，地域住民の心はどうなのであろうか。
ひょっとすると当事者やその家族には，肩身の狭い思いに追いやってしまっているのでは
ないかとうがった考えもしたくなる。
　だからこそ地域リハビリテーション！　そのようなことは決してないと信じたい。
 編集委員　佐藤浩二
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